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◇表紙写真説明◇

山岳トンネル工事における「切羽プロジェクションマッピング」
写真提供：大成建設㈱

山岳トンネル工事の切羽作業では災害がゼロとはならず，施工業者・機械メーカーとも安全性向上の
ため技術開発を続けている。今回，「切羽プロジェクションマッピング」の開発により，工事担当者が
切羽の観察スケッチやメモ等で引き継いでいた亀裂の密集帯といった弱層の位置や地盤の硬軟の情報
を，コンクリートで吹き付けられた切羽面にコンター図として投影（可視化）することで，作業員全員
が容易に共有できるようになった。また，発破の装薬量の適正化にも活用され，山岳トンネル工事にお
ける安全性や効率性が向上した。
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